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ギャラリーショップKANAGU　東京都港区新橋 4‒31‒5　アトムC Sタワー 1階　TEL. 03-3437-7750　営業日・営業時間はHPをご覧ください

鎚起すずがみ 18cm角 ¥9,350［ 税込 ］

すずがみ 13cm 角 ¥3,025［ 税込 ］

すずがみ 11cm 角 ¥2,420［ 税込 ］

KAGO－ダリア ¥8,800［ 税込 ］ kanagu-store.com
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古今東西たてものがたり
［ 特別編 ］

住まいの中の機構としくみ

石の神さま仏さま

切手で巡る世界の旅

フォトエッセイ

アトム商品INFORMATION

IR INFORMATION

オフタイムの過ごし方

＊新型コロナウイルス感染症拡大防止を図る観点から、一部取材を自粛したため、
　今号の「アテナの道具箱」を休載させていただきました。
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今号の表紙 ハーモニー

堀田 真澄 ［Masumi Hotta］

「ファッション＆アート」のコンセプトを軸に、生
活に身近に溶け込む雑貨などにもデザインを落
とし込み、自身のブランド『クリスタルアート』独自
の世界観を表現しています。ギャラリーショップ

KANAGUにも作品を展開していただいています。日ごろから、
動物や植物のモチーフをデザインに多く取り込んでいます。

クリスタルアートのデザインの中でも、発売当初より

ご好評をいただいている人気のデザインです。楽器好

きの方はもちろん、こだわったクラシカルな配色がユニ

セックスにお使いいただけるハーモニー柄のスカーフ

は、ストールでも製作しました。様々な楽曲が聞こえ

てくるような躍動感のある配置を心掛け、デザインし

た一枚です。次回は、和楽器デザインにも挑戦したい !

神田神保町たてもの散歩

温度を測る

あたりまえが一番幸せ

ノートルダムの輝きをもう一度

人人の風景 vol. 6

新時代の毎日を、アトム商品が支えます！

アトムの株主優待制度

読者プレゼント

表紙イラストを担当していただいている堀田真澄さんのブラ

ンド、クリスタルアートからオリジナルテキスタイルデザイン

のシルク100％スカーフです。色鮮やかな花々や楽器、動物

などがデザインされたスカーフ。その繊細なタッチと大胆な

構図からは、描かれたモチーフたちの息遣いが感じられるよ

うです。

そんなクリスタルアートのスカーフ、首元にまけば毎日のコ

ーディネートが一気に華やぎ、顔色もきれいに演出してくれ

ます。また、額装すれば素敵なインテリアに。ハンガーにふわ

りとかけておくだけでも、お部屋の雰囲気が明るくなりそう

です。

寒さの厳しい季節、つい気持ちがふさいでしまうこともあり

ますよね。そんなときこそ、日常の中にきれいな色を取り入

れてみませんか? カラフルなスカーフにつられて、なんだか

うきうきとした気分になりそうです。　

6クリスタルアート・オリジナルテキスタイルデザインスカーフ（小）

［サイズ］　50 × 50 cm　［素材］　シルク100%  ［販売価格］　6,600円（税込）

アンサンブル ガーデニング（猫） 森のシャンデリア happiness of yellow ダリアの華

巻末のハガキ・FAXまたはホームページのアンケートにお答えいただいた方のなかから、抽選で 5名様にプレゼントいたします。

締め切り　2022年1月31日（月） 4当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます 4スカーフの絵柄は選べません
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学士会館のなかでも、建設当時の姿を比較的よくとどめている宴会場201号室。かつては大食堂で、柱のない大空間を設けるため、両サイドの柱は堅牢
なH形鋼を採用。左手の扉は配膳室とつながり、スムーズな給仕が可能だ。格式ある重厚な雰囲気がドラマや映画のロケなどにも利用されている

店内には映画、演劇関連の古書のほ
か、意外な稀覯本も置かれている

旧館玄関ホール。天井には松笠やア
カンサスなどをモチーフとした立体
感のある縁飾りが施されている

エントランス扉の真鍮製のドアノブ。
把手の上部には味のあるクラシカル
な書体の「引」「押」の文字が刻印さ
れている

靖国通り沿いにある矢口書店。古書店の多くは通りの南側に北向きに建って
いるが、これは日光が当たって本が傷むのを防ぐためといわれている

右は赤絨毯が敷かれた廊下。左手には談話室がある。左は新館の階段踊り場
にあるステンドグラス。アール・デコ調の幾何学模様が斬新である

半円アーチの玄関。左右の大灯篭は戦時中に金属供出されたが、2003年に復元された 学士会館は平成15（2003）年、国の「登録有形文化財」に登録された

今
回
の
た
て
も
の
散
歩
は
、
神
田
神
保
町
。
そ
の
名
は
、
戦
国
大
名
・
越
中
神
保
氏
の
一
族
で

あ
る
旗
本
・
神
保
長
治
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
か
。
東
京
23
区
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
靖
国
通
り
と
白
山
通
り
が
交
わ
る
神
保
町
交
差
点
を
中
心
に
、
多
く
の
書
店
や
出
版

社
、
出
版
問
屋
の
取
次
店
が
存
在
。
世
界
最
大
規
模
の
書
店
・
古
書
店
街
と
し
て
も
知
ら
れ
る

こ
の
町
で
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
建
築
を
訪
ね
歩
き
ま
す
。

親
睦
と
知
識
交
流
の
会
館

　古
書
に
は
独
特
の
匂
い
が
あ
る
。

　着
古
し
た
衣
類
や
、
幼
い
頃
に
か
く
れ
ん
ぼ

し
た
家
の
押
し
入
れ
の
よ
う
な
懐
か
し
い
匂
い

だ
。
神
田
古
書
店
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
ふ
と

そ
ん
な
想
い
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
。

　内
装
は
モ
ダ
ン
で
重
厚
、
格
調
高
い
雰
囲
気

を
醸
し
だ
す
。
こ
れ
ま
で
一
世
紀
近
く
の
歴
史

を
刻
ん
で
き
た
学
士
会
館
な
ら
で
は
の
設し

つ
らえ

で

あ
る
。

古
書
店
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

　学
士
会
館
を
出
て
、
白
山
通
り
か
ら
靖
国
通

り
へ
。
神
保
町
交
差
点
を
左
折
す
る
と
、
左
手

に
見
え
て
く
る
の
が
「
矢
口
書
店
」
だ
。

　創
業
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
だ
が
、
移

転
後
の
店
舗
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
築

の
木
造
モ
ル
タ
ル
三
階
建
て
。「
映
画
・
演
劇
・

シ
ナ
リ
オ
・
戯
曲
」
と
い
う
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、

そ
の
分
野
で
圧
倒
的
な
品
揃
え
を
誇
る
、
古
書

店
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
老
舗
で
あ
る
。

増
え
、
昭
和
五
十
年
代
に
は
専
門
店
に
。
作
品

集
や
評
伝
、
研
究
書
の
ほ
か
、
雑
誌
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
、
映
画
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
が
店
頭
に
並
ぶ
。
た
ん
ね
ん
に
探
せ
ば
、

貴
重
な
古
書
が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　つ
づ
い
て
靖
国
通
り
を
西
へ
。
専
大
前
交
差

点
を
左
折
す
る
と
、
右
手
に
「
今い

ま
し

荘ょ
う

」
の
建
物

が
あ
る
。

　創
業
は
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
。
現
在

の
建
物
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
竣
工
。

角
地
を
切
り
欠
い
て
唐
破
風
の
あ
る
玄
関
を
設

け
、
最
上
部
に
千
鳥
破
風
、
そ
の
下
に
風
雅
な

丸
窓
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
初
期
の
看
板

あ
し
ら
っ
た
キ
ー
ス
ト
ー
ン
が
打
ち
こ
ま
れ
て

い
る
。
オ
リ
ー
ブ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
「
英
知
」

を
象
徴
す
る
も
の
で
、
ま
さ
に
学
士
会
館
に
ふ

さ
わ
し
い
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　会
館
の
一
階
は
、
和
洋
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

カ
フ
ェ
、
二
・
三
階
は
結
婚
式
や
会
議
用
の
宴

会
場
、
四
階
に
は
ホ
テ
ル
客
室
な
ど
が
あ
る
。

　な
か
で
も
注
目
は
、
建
設
当
時
の
イ
ン
テ
リ

ア
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
る
宴
会
場
2
0
1
号
室

だ
。
こ
こ
は
某
銀
行
ド
ラ
マ
で
伝
説
と
な
っ
た

シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た
場
所
と
か
。
格
式
を
重

視
し
た
柱
部
分
の
「
持
ち
送
り
」
に
は
、
石
膏

で
つ
く
ら
れ
た
ア
カ
ン
サ
ス
の
葉
の
装
飾
が
施

さ
れ
、
部
屋
の
奥
に
は
少
人
数
の
演
奏
も
可
能

な
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

東
京
都
千
代
田
区 

・ 

神
田
神
保
町
た
て
も
の
散
歩

取
材
・
文

　倉
田
ひ
さ
し

　撮
影

　大
垣
善
昭

特
別
編

で
も
知
ら
れ
る
が
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
か
つ
て
は

中
原
中
也
、
北
原
白
秋
、
萩
原
朔
太
郎
な
ど
、

文
豪
た
ち
も
愛
用
者
で
あ
っ
た
。
現
在
は
表
紙

に
そ
れ
ぞ
れ
直
筆
の
筆
跡
を
印
刷
し
た
復
刻
版

を
販
売
。
文
豪
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

　文
房
堂
を
あ
と
に
し
て
、「
神
田
す
ず
ら
ん

通
り
」
の
一
筋
北
側
に
あ
る
裏
通
り
へ
。

　狭
い
小
路
の
途
中
に
、
ひ
っ
そ
り
佇
む
の
が

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
創
業
の
「
神
保

町
ラ
ド
リ
オ
」
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
煉

瓦
」
を
意
味
す
る
店
名
ど
お
り
、
蔦
が
絡
ま
る

煉
瓦
壁
が
創
業
時
の
趣
を
伝
え
て
く
れ
る
。

　店
内
は
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
様
式
で
、
山
小

屋
風
の
内
装
。
創
業
当
時
の
ま
ま
の
煉
瓦
の
床

や
カ
ウ
ン
タ
ー
の
止
ま
り
木
が
、
時
代
と
と
も

に
歩
ん
だ
年
輪
を
感
じ
さ
せ
る
。

　初
代
の
経
営
者
が
シ
ャ
ン
ソ
ン
好
き
だ
っ
た

こ
と
か
ら
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
喫
茶
」
と
し
て
も
親

し
ま
れ
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
多
く
の
作
家

や
文
化
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
神
保
町
に

仕
事
場
が
あ
る
作
家
の
逢
坂
剛
氏
も
常
連
の
ひ

と
り
。
こ
の
店
で
直
木
賞
の
発
表
を
待
っ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。

　ち
な
み
に
コ
ー
ヒ
ー
に
生
ク
リ
ー
ム
を
の
せ

た
「
ウ
イ
ン
ナ
ー
コ
ー
ヒ
ー
」
を
日
本
で
初
め

　今
回
の
た
て
も
の
散
歩
は
、
古
書
店
街
か
ら

少
し
離
れ
た
白
山
通
り
沿
い
の
「
学
士
会
館
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
学
士
会
館
は
、
旧
帝
国
大
学

（
現
在
は
国
立
七
大
学
）出
身
者
の
親
睦
と
知
識

交
流
を
目
的
と
し
た
「
学
士
会
」
会
員
の
た
め

の
建
物
だ
。
か
つ
て
は
会
員
専
用
で
あ
っ
た
が

現
在
は
一
部
を
除
き
、
一
般
に
も
開
放
さ
れ
て

い
る
。

　昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
竣
工
し
た
旧
館

は
、
落
ち
着
い
た
色
調
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル

を
ま
と
っ
た
ネ
オ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
。
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
四
階
ま
で
の
窓
は

各
層
で
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
る
。
し
か
も
上
階
に

行
く
に
つ
れ
て
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
設
計
さ
れ
、

遠
近
法
で
よ
り
高
く
伸
び
あ
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

伝
説
と
な
っ
た
シ
ー
ン
の
撮
影
場
所

　旧
館
玄
関
を
飾
る
半
円
ア
ー
チ
は
、
石
材
に

「
日
の
出
石
」
が
使
わ
れ
、
オ
リ
ー
ブ
の
意
匠
を

建
築
と
し
て
は
、
モ
ダ
ン
で
個
性
的
な
デ
ザ
イ

ン
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　創
業
時
は
牛
鍋
店
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
鰻

一
本
に
絞
り
、
お
決
ま
り
の
「
う
な
重
」
の
み
。

昔
な
が
ら
の
江
戸
前
の
鰻
の
味
が
楽
し
め
る
。

専
門
家
用
油
絵
具
と
原
稿
用
紙

　さ
ら
に
、「
さ
く
ら
通
り
」
を
抜
け
て
「
神
田

す
ず
ら
ん
通
り
」
へ
。「
靖
国
通
り
」
に
ぶ
つ
か

る
手
前
右
手
が
「
文ぶ

ん

房ぽ
う

堂ど
う

」
で
あ
る
。

　大
正
モ
ダ
ン
を
思
わ
せ
る
ア
ー
チ
窓
に
テ
ラ

コ
ッ
タ
の
装
飾
。
外
壁
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル

は
輸
入
品
。
創
業
は
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
、

日
本
で
初
め
て
専
門
家
用
油
絵
具
を
製
造
販
売

し
た
老
舗
画
材
店
だ
。

　建
物
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
完
成

し
た
が
、
翌
年
が
関
東
大

震
災
の
年
。
周
辺
は
ほ
と

ん
ど
崩
壊
、
焼
け
野
原
に

な
っ
た
も
の
の
、
幸
運
に

も
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
（
一
九

九
〇
）
年
に
老
朽
化
に
よ

る
改
築
を
施
し
た
が
、
建

築
当
時
の
面
影
を
と
ど
め

る
外
壁
は
保
存
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　文
房
堂
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
原
稿
用
紙
の
製
造
販
売

　外
観
は
い
わ
ゆ
る
「
看
板
建
築
」
と
呼
ば
れ

る
ス
タ
イ
ル
。
半
円
ア
ー
チ
に
縁
ど
ら
れ
た
窓

や
小
豆
色
の
塗
装
も
建
築
当
時
の
設
計
の
斬
新

さ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　創
業
時
は
通
常
の
古
書
店
だ
っ
た
が
、
先
代

店
主
が
映
画
・
演
劇
好
き
で
次
第
に
関
連
書
が

て
提
供
し
た
の
は
ラ
ド
リ
オ
。
そ
の
味
を
求
め

て
遠
く
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　一
日
の
仕
事
を
終
え
、
古
書
店
め
ぐ
り
を
楽

し
み
、
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
音
楽
に
心
を
癒
や

さ
れ
る
場
所
。

　神
田
神
保
町
は
、
そ
ん
な
安
ら
ぎ
の
空
間
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
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学士会館のなかでも、建設当時の姿を比較的よくとどめている宴会場201号室。かつては大食堂で、柱のない大空間を設けるため、両サイドの柱は堅牢
なH形鋼を採用。左手の扉は配膳室とつながり、スムーズな給仕が可能だ。格式ある重厚な雰囲気がドラマや映画のロケなどにも利用されている

店内には映画、演劇関連の古書のほ
か、意外な稀覯本も置かれている

旧館玄関ホール。天井には松笠やア
カンサスなどをモチーフとした立体
感のある縁飾りが施されている

エントランス扉の真鍮製のドアノブ。
把手の上部には味のあるクラシカル
な書体の「引」「押」の文字が刻印さ
れている

靖国通り沿いにある矢口書店。古書店の多くは通りの南側に北向きに建って
いるが、これは日光が当たって本が傷むのを防ぐためといわれている

右は赤絨毯が敷かれた廊下。左手には談話室がある。左は新館の階段踊り場
にあるステンドグラス。アール・デコ調の幾何学模様が斬新である

半円アーチの玄関。左右の大灯篭は戦時中に金属供出されたが、2003年に復元された 学士会館は平成15（2003）年、国の「登録有形文化財」に登録された

今
回
の
た
て
も
の
散
歩
は
、
神
田
神
保
町
。
そ
の
名
は
、
戦
国
大
名
・
越
中
神
保
氏
の
一
族
で

あ
る
旗
本
・
神
保
長
治
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
か
。
東
京
23
区
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
靖
国
通
り
と
白
山
通
り
が
交
わ
る
神
保
町
交
差
点
を
中
心
に
、
多
く
の
書
店
や
出
版

社
、
出
版
問
屋
の
取
次
店
が
存
在
。
世
界
最
大
規
模
の
書
店
・
古
書
店
街
と
し
て
も
知
ら
れ
る

こ
の
町
で
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
建
築
を
訪
ね
歩
き
ま
す
。

親
睦
と
知
識
交
流
の
会
館

　古
書
に
は
独
特
の
匂
い
が
あ
る
。

　着
古
し
た
衣
類
や
、
幼
い
頃
に
か
く
れ
ん
ぼ

し
た
家
の
押
し
入
れ
の
よ
う
な
懐
か
し
い
匂
い

だ
。
神
田
古
書
店
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
ふ
と

そ
ん
な
想
い
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
。

　内
装
は
モ
ダ
ン
で
重
厚
、
格
調
高
い
雰
囲
気

を
醸
し
だ
す
。
こ
れ
ま
で
一
世
紀
近
く
の
歴
史

を
刻
ん
で
き
た
学
士
会
館
な
ら
で
は
の
設し

つ
らえ

で

あ
る
。

古
書
店
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

　学
士
会
館
を
出
て
、
白
山
通
り
か
ら
靖
国
通

り
へ
。
神
保
町
交
差
点
を
左
折
す
る
と
、
左
手

に
見
え
て
く
る
の
が
「
矢
口
書
店
」
だ
。

　創
業
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
だ
が
、
移

転
後
の
店
舗
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
築

の
木
造
モ
ル
タ
ル
三
階
建
て
。「
映
画
・
演
劇
・

シ
ナ
リ
オ
・
戯
曲
」
と
い
う
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、

そ
の
分
野
で
圧
倒
的
な
品
揃
え
を
誇
る
、
古
書

店
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
老
舗
で
あ
る
。

増
え
、
昭
和
五
十
年
代
に
は
専
門
店
に
。
作
品

集
や
評
伝
、
研
究
書
の
ほ
か
、
雑
誌
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
、
映
画
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
が
店
頭
に
並
ぶ
。
た
ん
ね
ん
に
探
せ
ば
、

貴
重
な
古
書
が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　つ
づ
い
て
靖
国
通
り
を
西
へ
。
専
大
前
交
差

点
を
左
折
す
る
と
、
右
手
に
「
今い

ま
し

荘ょ
う

」
の
建
物

が
あ
る
。

　創
業
は
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
。
現
在

の
建
物
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
竣
工
。

角
地
を
切
り
欠
い
て
唐
破
風
の
あ
る
玄
関
を
設

け
、
最
上
部
に
千
鳥
破
風
、
そ
の
下
に
風
雅
な

丸
窓
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
初
期
の
看
板

あ
し
ら
っ
た
キ
ー
ス
ト
ー
ン
が
打
ち
こ
ま
れ
て

い
る
。
オ
リ
ー
ブ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
「
英
知
」

を
象
徴
す
る
も
の
で
、
ま
さ
に
学
士
会
館
に
ふ

さ
わ
し
い
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　会
館
の
一
階
は
、
和
洋
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

カ
フ
ェ
、
二
・
三
階
は
結
婚
式
や
会
議
用
の
宴

会
場
、
四
階
に
は
ホ
テ
ル
客
室
な
ど
が
あ
る
。

　な
か
で
も
注
目
は
、
建
設
当
時
の
イ
ン
テ
リ

ア
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
る
宴
会
場
2
0
1
号
室

だ
。
こ
こ
は
某
銀
行
ド
ラ
マ
で
伝
説
と
な
っ
た

シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た
場
所
と
か
。
格
式
を
重

視
し
た
柱
部
分
の
「
持
ち
送
り
」
に
は
、
石
膏

で
つ
く
ら
れ
た
ア
カ
ン
サ
ス
の
葉
の
装
飾
が
施

さ
れ
、
部
屋
の
奥
に
は
少
人
数
の
演
奏
も
可
能

な
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

東
京
都
千
代
田
区 

・ 

神
田
神
保
町
た
て
も
の
散
歩

取
材
・
文

　倉
田
ひ
さ
し

　撮
影

　大
垣
善
昭

特
別
編

で
も
知
ら
れ
る
が
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
か
つ
て
は

中
原
中
也
、
北
原
白
秋
、
萩
原
朔
太
郎
な
ど
、

文
豪
た
ち
も
愛
用
者
で
あ
っ
た
。
現
在
は
表
紙

に
そ
れ
ぞ
れ
直
筆
の
筆
跡
を
印
刷
し
た
復
刻
版

を
販
売
。
文
豪
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

　文
房
堂
を
あ
と
に
し
て
、「
神
田
す
ず
ら
ん

通
り
」
の
一
筋
北
側
に
あ
る
裏
通
り
へ
。

　狭
い
小
路
の
途
中
に
、
ひ
っ
そ
り
佇
む
の
が

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
創
業
の
「
神
保

町
ラ
ド
リ
オ
」
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
煉

瓦
」
を
意
味
す
る
店
名
ど
お
り
、
蔦
が
絡
ま
る

煉
瓦
壁
が
創
業
時
の
趣
を
伝
え
て
く
れ
る
。

　店
内
は
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
様
式
で
、
山
小

屋
風
の
内
装
。
創
業
当
時
の
ま
ま
の
煉
瓦
の
床

や
カ
ウ
ン
タ
ー
の
止
ま
り
木
が
、
時
代
と
と
も

に
歩
ん
だ
年
輪
を
感
じ
さ
せ
る
。

　初
代
の
経
営
者
が
シ
ャ
ン
ソ
ン
好
き
だ
っ
た

こ
と
か
ら
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
喫
茶
」
と
し
て
も
親

し
ま
れ
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
多
く
の
作
家

や
文
化
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
神
保
町
に

仕
事
場
が
あ
る
作
家
の
逢
坂
剛
氏
も
常
連
の
ひ

と
り
。
こ
の
店
で
直
木
賞
の
発
表
を
待
っ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。

　ち
な
み
に
コ
ー
ヒ
ー
に
生
ク
リ
ー
ム
を
の
せ

た
「
ウ
イ
ン
ナ
ー
コ
ー
ヒ
ー
」
を
日
本
で
初
め

　今
回
の
た
て
も
の
散
歩
は
、
古
書
店
街
か
ら

少
し
離
れ
た
白
山
通
り
沿
い
の
「
学
士
会
館
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
学
士
会
館
は
、
旧
帝
国
大
学

（
現
在
は
国
立
七
大
学
）出
身
者
の
親
睦
と
知
識

交
流
を
目
的
と
し
た
「
学
士
会
」
会
員
の
た
め

の
建
物
だ
。
か
つ
て
は
会
員
専
用
で
あ
っ
た
が

現
在
は
一
部
を
除
き
、
一
般
に
も
開
放
さ
れ
て

い
る
。

　昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
竣
工
し
た
旧
館

は
、
落
ち
着
い
た
色
調
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル

を
ま
と
っ
た
ネ
オ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
。
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
四
階
ま
で
の
窓
は

各
層
で
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
る
。
し
か
も
上
階
に

行
く
に
つ
れ
て
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
設
計
さ
れ
、

遠
近
法
で
よ
り
高
く
伸
び
あ
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

伝
説
と
な
っ
た
シ
ー
ン
の
撮
影
場
所

　旧
館
玄
関
を
飾
る
半
円
ア
ー
チ
は
、
石
材
に

「
日
の
出
石
」
が
使
わ
れ
、
オ
リ
ー
ブ
の
意
匠
を

建
築
と
し
て
は
、
モ
ダ
ン
で
個
性
的
な
デ
ザ
イ

ン
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　創
業
時
は
牛
鍋
店
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
鰻

一
本
に
絞
り
、
お
決
ま
り
の
「
う
な
重
」
の
み
。

昔
な
が
ら
の
江
戸
前
の
鰻
の
味
が
楽
し
め
る
。

専
門
家
用
油
絵
具
と
原
稿
用
紙

　さ
ら
に
、「
さ
く
ら
通
り
」
を
抜
け
て
「
神
田

す
ず
ら
ん
通
り
」
へ
。「
靖
国
通
り
」
に
ぶ
つ
か

る
手
前
右
手
が
「
文ぶ

ん

房ぽ
う

堂ど
う

」
で
あ
る
。

　大
正
モ
ダ
ン
を
思
わ
せ
る
ア
ー
チ
窓
に
テ
ラ

コ
ッ
タ
の
装
飾
。
外
壁
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル

は
輸
入
品
。
創
業
は
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
、

日
本
で
初
め
て
専
門
家
用
油
絵
具
を
製
造
販
売

し
た
老
舗
画
材
店
だ
。

　建
物
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
完
成

し
た
が
、
翌
年
が
関
東
大

震
災
の
年
。
周
辺
は
ほ
と

ん
ど
崩
壊
、
焼
け
野
原
に

な
っ
た
も
の
の
、
幸
運
に

も
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
（
一
九

九
〇
）
年
に
老
朽
化
に
よ

る
改
築
を
施
し
た
が
、
建

築
当
時
の
面
影
を
と
ど
め

る
外
壁
は
保
存
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　文
房
堂
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
原
稿
用
紙
の
製
造
販
売

　外
観
は
い
わ
ゆ
る
「
看
板
建
築
」
と
呼
ば
れ

る
ス
タ
イ
ル
。
半
円
ア
ー
チ
に
縁
ど
ら
れ
た
窓

や
小
豆
色
の
塗
装
も
建
築
当
時
の
設
計
の
斬
新

さ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　創
業
時
は
通
常
の
古
書
店
だ
っ
た
が
、
先
代

店
主
が
映
画
・
演
劇
好
き
で
次
第
に
関
連
書
が

て
提
供
し
た
の
は
ラ
ド
リ
オ
。
そ
の
味
を
求
め

て
遠
く
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　一
日
の
仕
事
を
終
え
、
古
書
店
め
ぐ
り
を
楽

し
み
、
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
音
楽
に
心
を
癒
や

さ
れ
る
場
所
。

　神
田
神
保
町
は
、
そ
ん
な
安
ら
ぎ
の
空
間
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
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た
て
も
の

散 

歩
日本で初めてのウインナーコーヒーは、常連だった東大教授がウィーン
留学中に飲んだコーヒーがヒントになった。本場ウィーンではホイップ
クリームを浮かべたコーヒーは「アインシュペナー」と呼ばれる

店名は「ぶんぼうどう」ではなく「ぶんぽうどう」と読む。表紙に文豪たち
の直筆原稿が復刻印刷された原稿用紙は、いまは中原中也、横溝正史、有島
武郎の3種類。いちばんよく売れているのは中原中也のものだという

店の入り口にある胸像と外壁
のスクラッチタイル面に施さ
れた獅子のレリーフ。建物の正
面外壁は千代田区の「都市景観
賞」と「景観まちづくり重要物
件」に指定されている

日本で最初の国産油絵顔料は文房堂が開発したもの。顔料の濃度が高く、美しい発色を
長時間保つことに優れ、白色だけでも4種類もあることが専門家の信頼を得ている

ラドリオは創業当時の雰囲気を残す
煉瓦造り。歴史ある喫茶店が多い神
保町界隈でも、老舗中の老舗。趣のあ
る佇まいが多くの人々に愛され、と
きには行列ができるほどの人気店だ

雉子橋通りにある今荘。丸窓はその昔、遊
女の吉野太夫が好んだ吉野窓だ。建物は平
成15（2003）年に千代田区の「景観まちづ
くり重要物件」に指定された

神保町ラドリオ

文房堂今
荘

矢
口
書
店

学
士
会
館

靖国通り地下鉄神保町駅

A9A8

A1

A6
A7

神田すずらん通りさくら通り

神田警察通り

雉
子
橋
通
り

白
山
通
り

千
代
田
通
り

首
都
高
速
5
号
池
袋
線

親
睦
と
知
識
交
流
の
会
館

　古
書
に
は
独
特
の
匂
い
が
あ
る
。

　着
古
し
た
衣
類
や
、
幼
い
頃
に
か
く
れ
ん
ぼ

し
た
家
の
押
し
入
れ
の
よ
う
な
懐
か
し
い
匂
い

だ
。
神
田
古
書
店
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
ふ
と

そ
ん
な
想
い
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
。

　内
装
は
モ
ダ
ン
で
重
厚
、
格
調
高
い
雰
囲
気

を
醸
し
だ
す
。
こ
れ
ま
で
一
世
紀
近
く
の
歴
史

を
刻
ん
で
き
た
学
士
会
館
な
ら
で
は
の
設し

つ
らえ

で

あ
る
。

古
書
店
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

　学
士
会
館
を
出
て
、
白
山
通
り
か
ら
靖
国
通

り
へ
。
神
保
町
交
差
点
を
左
折
す
る
と
、
左
手

に
見
え
て
く
る
の
が
「
矢
口
書
店
」
だ
。

　創
業
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
だ
が
、
移

転
後
の
店
舗
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
築

の
木
造
モ
ル
タ
ル
三
階
建
て
。「
映
画
・
演
劇
・

シ
ナ
リ
オ
・
戯
曲
」
と
い
う
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、

そ
の
分
野
で
圧
倒
的
な
品
揃
え
を
誇
る
、
古
書

店
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
老
舗
で
あ
る
。
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増
え
、
昭
和
五
十
年
代
に
は
専
門
店
に
。
作
品

集
や
評
伝
、
研
究
書
の
ほ
か
、
雑
誌
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
、
映
画
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
が
店
頭
に
並
ぶ
。
た
ん
ね
ん
に
探
せ
ば
、

貴
重
な
古
書
が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　つ
づ
い
て
靖
国
通
り
を
西
へ
。
専
大
前
交
差

点
を
左
折
す
る
と
、
右
手
に
「
今い

ま
し

荘ょ
う

」
の
建
物

が
あ
る
。

　創
業
は
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
。
現
在

の
建
物
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
竣
工
。

角
地
を
切
り
欠
い
て
唐
破
風
の
あ
る
玄
関
を
設

け
、
最
上
部
に
千
鳥
破
風
、
そ
の
下
に
風
雅
な

丸
窓
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
初
期
の
看
板

あ
し
ら
っ
た
キ
ー
ス
ト
ー
ン
が
打
ち
こ
ま
れ
て

い
る
。
オ
リ
ー
ブ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
「
英
知
」

を
象
徴
す
る
も
の
で
、
ま
さ
に
学
士
会
館
に
ふ

さ
わ
し
い
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　会
館
の
一
階
は
、
和
洋
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

カ
フ
ェ
、
二
・
三
階
は
結
婚
式
や
会
議
用
の
宴

会
場
、
四
階
に
は
ホ
テ
ル
客
室
な
ど
が
あ
る
。

　な
か
で
も
注
目
は
、
建
設
当
時
の
イ
ン
テ
リ

ア
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
る
宴
会
場
2
0
1
号
室

だ
。
こ
こ
は
某
銀
行
ド
ラ
マ
で
伝
説
と
な
っ
た

シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た
場
所
と
か
。
格
式
を
重

視
し
た
柱
部
分
の
「
持
ち
送
り
」
に
は
、
石
膏

で
つ
く
ら
れ
た
ア
カ
ン
サ
ス
の
葉
の
装
飾
が
施

さ
れ
、
部
屋
の
奥
に
は
少
人
数
の
演
奏
も
可
能

な
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

で
も
知
ら
れ
る
が
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
か
つ
て
は

中
原
中
也
、
北
原
白
秋
、
萩
原
朔
太
郎
な
ど
、

文
豪
た
ち
も
愛
用
者
で
あ
っ
た
。
現
在
は
表
紙

に
そ
れ
ぞ
れ
直
筆
の
筆
跡
を
印
刷
し
た
復
刻
版

を
販
売
。
文
豪
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

　文
房
堂
を
あ
と
に
し
て
、「
神
田
す
ず
ら
ん

通
り
」
の
一
筋
北
側
に
あ
る
裏
通
り
へ
。

　狭
い
小
路
の
途
中
に
、
ひ
っ
そ
り
佇
む
の
が

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
創
業
の
「
神
保

町
ラ
ド
リ
オ
」
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
煉

瓦
」
を
意
味
す
る
店
名
ど
お
り
、
蔦
が
絡
ま
る

煉
瓦
壁
が
創
業
時
の
趣
を
伝
え
て
く
れ
る
。

　店
内
は
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
様
式
で
、
山
小

屋
風
の
内
装
。
創
業
当
時
の
ま
ま
の
煉
瓦
の
床

や
カ
ウ
ン
タ
ー
の
止
ま
り
木
が
、
時
代
と
と
も

に
歩
ん
だ
年
輪
を
感
じ
さ
せ
る
。

　初
代
の
経
営
者
が
シ
ャ
ン
ソ
ン
好
き
だ
っ
た

こ
と
か
ら
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
喫
茶
」
と
し
て
も
親

し
ま
れ
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
多
く
の
作
家

や
文
化
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
神
保
町
に

仕
事
場
が
あ
る
作
家
の
逢
坂
剛
氏
も
常
連
の
ひ

と
り
。
こ
の
店
で
直
木
賞
の
発
表
を
待
っ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。

　ち
な
み
に
コ
ー
ヒ
ー
に
生
ク
リ
ー
ム
を
の
せ

た
「
ウ
イ
ン
ナ
ー
コ
ー
ヒ
ー
」
を
日
本
で
初
め

　今
回
の
た
て
も
の
散
歩
は
、
古
書
店
街
か
ら

少
し
離
れ
た
白
山
通
り
沿
い
の
「
学
士
会
館
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
学
士
会
館
は
、
旧
帝
国
大
学

（
現
在
は
国
立
七
大
学
）出
身
者
の
親
睦
と
知
識

交
流
を
目
的
と
し
た
「
学
士
会
」
会
員
の
た
め

の
建
物
だ
。
か
つ
て
は
会
員
専
用
で
あ
っ
た
が

現
在
は
一
部
を
除
き
、
一
般
に
も
開
放
さ
れ
て

い
る
。

　昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
竣
工
し
た
旧
館

は
、
落
ち
着
い
た
色
調
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル

を
ま
と
っ
た
ネ
オ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
。
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
四
階
ま
で
の
窓
は

各
層
で
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
る
。
し
か
も
上
階
に

行
く
に
つ
れ
て
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
設
計
さ
れ
、

遠
近
法
で
よ
り
高
く
伸
び
あ
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

伝
説
と
な
っ
た
シ
ー
ン
の
撮
影
場
所

　旧
館
玄
関
を
飾
る
半
円
ア
ー
チ
は
、
石
材
に

「
日
の
出
石
」
が
使
わ
れ
、
オ
リ
ー
ブ
の
意
匠
を

建
築
と
し
て
は
、
モ
ダ
ン
で
個
性
的
な
デ
ザ
イ

ン
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　創
業
時
は
牛
鍋
店
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
鰻

一
本
に
絞
り
、
お
決
ま
り
の
「
う
な
重
」
の
み
。

昔
な
が
ら
の
江
戸
前
の
鰻
の
味
が
楽
し
め
る
。

専
門
家
用
油
絵
具
と
原
稿
用
紙

　さ
ら
に
、「
さ
く
ら
通
り
」
を
抜
け
て
「
神
田

す
ず
ら
ん
通
り
」
へ
。「
靖
国
通
り
」
に
ぶ
つ
か

る
手
前
右
手
が
「
文ぶ

ん

房ぽ
う

堂ど
う

」
で
あ
る
。

　大
正
モ
ダ
ン
を
思
わ
せ
る
ア
ー
チ
窓
に
テ
ラ

コ
ッ
タ
の
装
飾
。
外
壁
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル

は
輸
入
品
。
創
業
は
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
、

日
本
で
初
め
て
専
門
家
用
油
絵
具
を
製
造
販
売

し
た
老
舗
画
材
店
だ
。

　建
物
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
完
成

し
た
が
、
翌
年
が
関
東
大

震
災
の
年
。
周
辺
は
ほ
と

ん
ど
崩
壊
、
焼
け
野
原
に

な
っ
た
も
の
の
、
幸
運
に

も
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
（
一
九

九
〇
）
年
に
老
朽
化
に
よ

る
改
築
を
施
し
た
が
、
建

築
当
時
の
面
影
を
と
ど
め

る
外
壁
は
保
存
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　文
房
堂
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
原
稿
用
紙
の
製
造
販
売

　外
観
は
い
わ
ゆ
る
「
看
板
建
築
」
と
呼
ば
れ

る
ス
タ
イ
ル
。
半
円
ア
ー
チ
に
縁
ど
ら
れ
た
窓

や
小
豆
色
の
塗
装
も
建
築
当
時
の
設
計
の
斬
新

さ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　創
業
時
は
通
常
の
古
書
店
だ
っ
た
が
、
先
代

店
主
が
映
画
・
演
劇
好
き
で
次
第
に
関
連
書
が

て
提
供
し
た
の
は
ラ
ド
リ
オ
。
そ
の
味
を
求
め

て
遠
く
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　一
日
の
仕
事
を
終
え
、
古
書
店
め
ぐ
り
を
楽

し
み
、
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
音
楽
に
心
を
癒
や

さ
れ
る
場
所
。

　神
田
神
保
町
は
、
そ
ん
な
安
ら
ぎ
の
空
間
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
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件」に指定されている

日本で最初の国産油絵顔料は文房堂が開発したもの。顔料の濃度が高く、美しい発色を
長時間保つことに優れ、白色だけでも4種類もあることが専門家の信頼を得ている
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煉瓦造り。歴史ある喫茶店が多い神
保町界隈でも、老舗中の老舗。趣のあ
る佇まいが多くの人々に愛され、と
きには行列ができるほどの人気店だ

雉子橋通りにある今荘。丸窓はその昔、遊
女の吉野太夫が好んだ吉野窓だ。建物は平
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会
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書
に
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特
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が
あ
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　着
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し
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衣
類
や
、
幼
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頃
に
か
く
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ぼ

し
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家
の
押
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入
れ
の
よ
う
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い

だ
。
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店
街
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い
て
い
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と
、
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な
想
い
が
湧
き
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が
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は
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で
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厚
、
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こ
れ
ま
で
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で
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会
館
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で
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の
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で
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会
館
を
出
て
、
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通
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ら
靖
国
通

り
へ
。
神
保
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交
差
点
を
左
折
す
る
と
、
左
手

に
見
え
て
く
る
の
が
「
矢
口
書
店
」
だ
。

　創
業
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
だ
が
、
移

転
後
の
店
舗
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
築

の
木
造
モ
ル
タ
ル
三
階
建
て
。「
映
画
・
演
劇
・

シ
ナ
リ
オ
・
戯
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」
と
い
う
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、
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の
分
野
で
圧
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的
な
品
揃
え
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誇
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増
え
、
昭
和
五
十
年
代
に
は
専
門
店
に
。
作
品

集
や
評
伝
、
研
究
書
の
ほ
か
、
雑
誌
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
、
映
画
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
が
店
頭
に
並
ぶ
。
た
ん
ね
ん
に
探
せ
ば
、

貴
重
な
古
書
が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　つ
づ
い
て
靖
国
通
り
を
西
へ
。
専
大
前
交
差

点
を
左
折
す
る
と
、
右
手
に
「
今い

ま
し

荘ょ
う

」
の
建
物

が
あ
る
。

　創
業
は
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
。
現
在

の
建
物
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
竣
工
。

角
地
を
切
り
欠
い
て
唐
破
風
の
あ
る
玄
関
を
設

け
、
最
上
部
に
千
鳥
破
風
、
そ
の
下
に
風
雅
な

丸
窓
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
初
期
の
看
板

あ
し
ら
っ
た
キ
ー
ス
ト
ー
ン
が
打
ち
こ
ま
れ
て

い
る
。
オ
リ
ー
ブ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
「
英
知
」

を
象
徴
す
る
も
の
で
、
ま
さ
に
学
士
会
館
に
ふ

さ
わ
し
い
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　会
館
の
一
階
は
、
和
洋
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

カ
フ
ェ
、
二
・
三
階
は
結
婚
式
や
会
議
用
の
宴

会
場
、
四
階
に
は
ホ
テ
ル
客
室
な
ど
が
あ
る
。

　な
か
で
も
注
目
は
、
建
設
当
時
の
イ
ン
テ
リ

ア
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
る
宴
会
場
2
0
1
号
室

だ
。
こ
こ
は
某
銀
行
ド
ラ
マ
で
伝
説
と
な
っ
た

シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た
場
所
と
か
。
格
式
を
重

視
し
た
柱
部
分
の
「
持
ち
送
り
」
に
は
、
石
膏

で
つ
く
ら
れ
た
ア
カ
ン
サ
ス
の
葉
の
装
飾
が
施

さ
れ
、
部
屋
の
奥
に
は
少
人
数
の
演
奏
も
可
能

な
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

で
も
知
ら
れ
る
が
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
か
つ
て
は

中
原
中
也
、
北
原
白
秋
、
萩
原
朔
太
郎
な
ど
、

文
豪
た
ち
も
愛
用
者
で
あ
っ
た
。
現
在
は
表
紙

に
そ
れ
ぞ
れ
直
筆
の
筆
跡
を
印
刷
し
た
復
刻
版

を
販
売
。
文
豪
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

　文
房
堂
を
あ
と
に
し
て
、「
神
田
す
ず
ら
ん

通
り
」
の
一
筋
北
側
に
あ
る
裏
通
り
へ
。

　狭
い
小
路
の
途
中
に
、
ひ
っ
そ
り
佇
む
の
が

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
創
業
の
「
神
保

町
ラ
ド
リ
オ
」
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
煉

瓦
」
を
意
味
す
る
店
名
ど
お
り
、
蔦
が
絡
ま
る

煉
瓦
壁
が
創
業
時
の
趣
を
伝
え
て
く
れ
る
。

　店
内
は
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
様
式
で
、
山
小

屋
風
の
内
装
。
創
業
当
時
の
ま
ま
の
煉
瓦
の
床

や
カ
ウ
ン
タ
ー
の
止
ま
り
木
が
、
時
代
と
と
も

に
歩
ん
だ
年
輪
を
感
じ
さ
せ
る
。

　初
代
の
経
営
者
が
シ
ャ
ン
ソ
ン
好
き
だ
っ
た

こ
と
か
ら
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
喫
茶
」
と
し
て
も
親

し
ま
れ
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
多
く
の
作
家

や
文
化
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
神
保
町
に

仕
事
場
が
あ
る
作
家
の
逢
坂
剛
氏
も
常
連
の
ひ

と
り
。
こ
の
店
で
直
木
賞
の
発
表
を
待
っ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。

　ち
な
み
に
コ
ー
ヒ
ー
に
生
ク
リ
ー
ム
を
の
せ

た
「
ウ
イ
ン
ナ
ー
コ
ー
ヒ
ー
」
を
日
本
で
初
め

　今
回
の
た
て
も
の
散
歩
は
、
古
書
店
街
か
ら

少
し
離
れ
た
白
山
通
り
沿
い
の
「
学
士
会
館
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
学
士
会
館
は
、
旧
帝
国
大
学

（
現
在
は
国
立
七
大
学
）出
身
者
の
親
睦
と
知
識

交
流
を
目
的
と
し
た
「
学
士
会
」
会
員
の
た
め

の
建
物
だ
。
か
つ
て
は
会
員
専
用
で
あ
っ
た
が

現
在
は
一
部
を
除
き
、
一
般
に
も
開
放
さ
れ
て

い
る
。

　昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
竣
工
し
た
旧
館

は
、
落
ち
着
い
た
色
調
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル

を
ま
と
っ
た
ネ
オ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
。
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
四
階
ま
で
の
窓
は

各
層
で
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
る
。
し
か
も
上
階
に

行
く
に
つ
れ
て
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
設
計
さ
れ
、

遠
近
法
で
よ
り
高
く
伸
び
あ
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

伝
説
と
な
っ
た
シ
ー
ン
の
撮
影
場
所

　旧
館
玄
関
を
飾
る
半
円
ア
ー
チ
は
、
石
材
に

「
日
の
出
石
」
が
使
わ
れ
、
オ
リ
ー
ブ
の
意
匠
を

建
築
と
し
て
は
、
モ
ダ
ン
で
個
性
的
な
デ
ザ
イ

ン
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　創
業
時
は
牛
鍋
店
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
鰻

一
本
に
絞
り
、
お
決
ま
り
の
「
う
な
重
」
の
み
。

昔
な
が
ら
の
江
戸
前
の
鰻
の
味
が
楽
し
め
る
。

専
門
家
用
油
絵
具
と
原
稿
用
紙

　さ
ら
に
、「
さ
く
ら
通
り
」
を
抜
け
て
「
神
田

す
ず
ら
ん
通
り
」
へ
。「
靖
国
通
り
」
に
ぶ
つ
か

る
手
前
右
手
が
「
文ぶ

ん

房ぽ
う

堂ど
う

」
で
あ
る
。

　大
正
モ
ダ
ン
を
思
わ
せ
る
ア
ー
チ
窓
に
テ
ラ

コ
ッ
タ
の
装
飾
。
外
壁
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル

は
輸
入
品
。
創
業
は
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
、

日
本
で
初
め
て
専
門
家
用
油
絵
具
を
製
造
販
売

し
た
老
舗
画
材
店
だ
。

　建
物
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
完
成

し
た
が
、
翌
年
が
関
東
大

震
災
の
年
。
周
辺
は
ほ
と

ん
ど
崩
壊
、
焼
け
野
原
に

な
っ
た
も
の
の
、
幸
運
に

も
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
（
一
九

九
〇
）
年
に
老
朽
化
に
よ

る
改
築
を
施
し
た
が
、
建

築
当
時
の
面
影
を
と
ど
め

る
外
壁
は
保
存
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　文
房
堂
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
原
稿
用
紙
の
製
造
販
売

　外
観
は
い
わ
ゆ
る
「
看
板
建
築
」
と
呼
ば
れ

る
ス
タ
イ
ル
。
半
円
ア
ー
チ
に
縁
ど
ら
れ
た
窓

や
小
豆
色
の
塗
装
も
建
築
当
時
の
設
計
の
斬
新

さ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　創
業
時
は
通
常
の
古
書
店
だ
っ
た
が
、
先
代

店
主
が
映
画
・
演
劇
好
き
で
次
第
に
関
連
書
が

て
提
供
し
た
の
は
ラ
ド
リ
オ
。
そ
の
味
を
求
め

て
遠
く
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　一
日
の
仕
事
を
終
え
、
古
書
店
め
ぐ
り
を
楽

し
み
、
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
音
楽
に
心
を
癒
や

さ
れ
る
場
所
。

　神
田
神
保
町
は
、
そ
ん
な
安
ら
ぎ
の
空
間
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
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塩浦 信太郎
信太工房主宰／カラクリ作家。博物館や科学館へのカラクリの貸し出し、
ホテルなどからのオーダーによる作品制作、
ほかにデパート各店での展示販売などを行っている

住
ま
い
の
中
の

機
構
と
し
く
み

　ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
ラ
ワ
ン
は
、

東
南
ア
ジ
ア
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
一
年
を
通
し
て
暖
か
な
地
域
で
育
つ
植
物
で
す
。

　そ
の
生
育
環
境
の
た
め
年
輪
が
は
っ
き
り
せ
ず
プ
ロ
た
ち
の
な
か
で
は
『
大
き

な
草
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
木
は
柔
ら
か
く
虫
が
つ
き
や
す
い
の
で
使
い
づ
ら
い
よ
う
で
す
が
各
種
の

合
板
用
材
（
型
板
や
下
地
材
）
と
し
て
最
も
多
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
し
、
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
や
作
業
場
の
床
材
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
有
名
な
木
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
直
接
見
た
り
触
れ
る
こ
と
も
少
な
い
木
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
立
派
に
役
立
っ
て
い
る
代
表
格
が
ラ
ワ
ン
だ

と
も
い
え
る
の
で
す
。

監
修

　石
塚
典
男
（
木
香
家
）

　ラ
ワ
ン

気になる木のはなし気になる木のはなし13
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Enjoy your journey around the world through stamps.

ノートルダムの輝きをもう一度

1840年の誕生以来、世界中で発行されている切手。

その単片には各国の文化や自然、知と美の世界があふれています。

切手という小さな窓を開いて、一緒に世界を旅してみませんか?

文　馬場 千枝　｜　フリーランスライター。切手愛好家。
Facebook上で「なでしこ切手倶楽部」を主宰。「かわいい、楽しい、美しい切手やおたよりで癒やされたい、あそびたい人たちの集う場」を提供している。

著書『切手女子のかわいい収集BOOK』（PHP研究所）他　https://www.instagram.com/nadeshiko_kitte/

　
2
0
1
9
年
4
月
15
日
の
夜
、
パ
リ
中

心
部
に
あ
る
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
が
炎
に

包
ま
れ
、
美
し
い
尖
塔
が
折
れ
る
よ
う
に

焼
け
落
ち
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

　
あ
れ
か
ら
２
年
。
焼
け
跡
の
残
骸
が
撤

去
さ
れ
、
新
た
に
足
場
を
組
み
直
し
、
本

格
的
な
修
復
作
業
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
2
0
2
4
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
一
般
公
開
再
開
を
目
指
す
と
の
こ
と
な

の
で
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
切
手
は
、
修
復
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
ミ

ニ
シ
ー
ト
で
す
。
寺
院
北
側
の
バ
ラ
窓
付

近
を
ア
ッ
プ
で
捉
え
、
外
壁
を
飾
る
怪
物

ガ
ー
ゴ
イ
ル
な
ど
の
細
か
い
彫
刻
ま
で
凹

版
印
刷
で
繊
細
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

“T
R
ÉSO

R
S D

E N
O
T
R
E-D

A
M
E”

（
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
の
宝
）
と
い
う
文
字
は
工
事

用
足
場
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
。

実
物
は
台
紙
を
含
め
る
と
約
10
×
7
cm
の

大
き
さ
で
、
か
な
り
の
迫
力
で
す
。
小
さ

な
額
に
入
れ
て
飾
り
、
憧
れ
の
パ
リ
に
思

い
を
馳
せ
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

2020年 フランス発行

羅漢さん ［ 浄慶寺 ］

新宿から1時間程度とは思えないほど自然に囲まれたお寺です。里

山の地形をそのまま利用した境内には、さまざまな種類の石仏が点

在。なかには、江戸期の立派な観音像などもありますが、多くは近

年作られた羅漢さんの像です。羅漢さんはお釈迦様の弟子で仏では

ないので、顔つきやポーズが人間的。それぞれに好きなことをして

遊んでいる羅漢さんたちは、皆楽しそうに笑っています。

6小田急線柿生駅より徒歩10分

文・写真　吉田さらさ　

寺と神社の旅研究家。日本各地に取材し、石の神

様、仏様の像の写真を撮って「お言葉」を考えるの

がライフワーク。『明日がちょっと幸せになる お

地蔵さまのことば』（ディスカヴァー・トゥエンティ

ワン）、『石仏・石の神を旅する』、『長崎の教会』

（いずれもJTBパブリッシング）など、著書多数

お
寺
や
神
社
の
境
内
の
片
隅
や
道
す
が
ら
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
、

石
の
神
さ
ま
・
仏
さ
ま
。
時
に
よ
っ
て
は
、
立
派
な
お
堂
の
中
に
祀
ら
れ
た

国
宝
の
仏
像
よ
り
も
力
強
く
、
何
か
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

43

浄
慶
寺 

羅
漢
さ
ん

あ
た
り
ま
え
が
一
番
幸
せ

気
の
合
う
仲
間
と
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

こ
ん
な
楽
し
み
が
難
し
く
な
っ
て
、

ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
た
つ
ね
。

普
通
の
こ
と
な
の
に
、
で
き
な
く
な
る
と
、

特
別
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
よ
。

あ
の
こ
ろ
の
世
の
中
は
穏
や
か
で
安
全
だ
っ
た
。

実
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
特
別
だ
っ
た
か
ら
、

み
ん
な
が
の
ん
び
り
旅
に
出
た
り

楽
し
く
お
酒
を
飲
ん
だ
り
で
き
た
ん
だ
ね
ぇ
。

ま
た
、
気
兼
ね
な
く
お
酒
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に
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Enjoy your journey around the world through stamps.

ノートルダムの輝きをもう一度

1840年の誕生以来、世界中で発行されている切手。

その単片には各国の文化や自然、知と美の世界があふれています。

切手という小さな窓を開いて、一緒に世界を旅してみませんか?

文　馬場 千枝　｜　フリーランスライター。切手愛好家。
Facebook上で「なでしこ切手倶楽部」を主宰。「かわいい、楽しい、美しい切手やおたよりで癒やされたい、あそびたい人たちの集う場」を提供している。

著書『切手女子のかわいい収集BOOK』（PHP研究所）他　https://www.instagram.com/nadeshiko_kitte/
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落
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を
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ま
す
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組
み
直
し
、
本

格
的
な
修
復
作
業
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
2
0
2
4
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
一
般
公
開
再
開
を
目
指
す
と
の
こ
と
な

の
で
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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介
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ク
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シ
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え
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。
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S D
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A
M
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台
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仏
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仏
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。
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な
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す
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。
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。
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。
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6抗ウイルスフィルムを表面に被覆したハンドルカ
バーです。

6既存のハンドルに後付けができるので、日常生活の
なかでの感染リスクを軽減させることができます。

6フィルムシートは剥がれやすいのがデメリットです
が、      ハンドルカバーは、樹脂カバーとの
一体成形により、剥がれない仕様となっています。

6細菌に対する「抗菌性」も有しています。

スポットセンサー クリーンスイッチ

縦64.7×横74.2×厚さ31mm 縦88×横88×厚さ11mm

アトム商品 I NFORMATION

リニアモーター式屋内用自動ドア

リニアエンジン MM30

新時代の毎日を、アトム商品が支えます！

リニアモーター内蔵のMM30は、わずかな力を加えるだけで開閉で
きる住宅用自動ドア。床部分に段差はなく、車椅子でも通れます。また、
戸に触れずに操作できる非接触式スイッチも、オプションで取り付け
可能。ご家族間の感染防止対策にご活用
ください。停電時には手動でスムーズに開
閉できるため、もしものときにも安心です。

間取りをフレキシブルに変えることができる、移動間仕切りシステ
ム。お部屋の一角をパネルで仕切り、ワークスペースを構築するこ
とができます。使用しないときには、パ
ネルを一カ所に収納。お部屋の開放感
を損ないません。

主に引戸枠の上の壁面
に設置します。エリア内
の人やものを検知して、
戸が自動で開きます。

主に手元の高さの壁面
に設置します。スイッチ
付近に手をかざすと、
戸が自動で開きます。

動画はこちらから
スマートフォンで
ご覧いただけます

動画はこちらから
スマートフォンで
ご覧いただけます

NEW

NEW

パネルの総質量：40kg以下（パネル１枚） 
パネルの厚さ：30～ 40mm

移動間仕切金具

SW-900

フレキシブルな間仕切りで、リビングがワークスペースに

ワークもライフも快適に。時代に合わせた暮らし方を、アトムは住宅面からサポートします。

非接触式スイッチで触れずに開閉

パシフィックビーム・
モールドデオスプレーケミガードフィルム

抗ウイルス・抗菌製品で暮らしに安心を

リモートワーク時 オフタイム時

こちらの商品は、アトムCSタワーおよびアトムダイレクトショップにてご購入いただけます こちらの商品は、アトムCSタワーおよびアトム住まいの金物ギャラリー大阪事業所にてご覧いただけます 要・事前予約

φ25用
200mm

φ27
φ25

0～ 0.5

両端部3R

φ
24
φ

24

ハンドルカバー φ25

タッチレスグリップ
製品の表面についた特定のウイルスの数
を減少させる効果を持つ、フィルムシー
トです。シールタイプなので、貼りたい
場所に合わせてカットができます。

不特定多数の人が触れる物などに、直接
手を触れずに利用できるツールです。握
る部分は抗ウイルス性の高い銅の素地と
なっており、物に触れる部分には、傷を
つけたり滑るのを防ぐコーティングが施
されています。

除菌・消臭効果がWで作用し、すぐれた
即効性を発揮します。
＊アルコールと塩素は使用していません

ハンドルカバー

KANAGU STOREにてご購入いただけます

抗ウイルス性
P VCフィルム

硬質 P VC

軟質 P VC
（すべり止め）

16 15
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I R  I N F O R M AT I ON

当社の優待制度では、幅広い株主さまのご意向にお応えするため

「QUOカード」または「寄付」のどちらかをお選びいただけること

になっています。「寄付」をお選びいただいた場合、社会貢献活動

の一環として日本赤十字社へ寄付をいたします。

 アトムリビンテックでは、株主・投資家の皆さまのご支

援に感謝するとともに、今後も中長期的に当社の株式を保

有していただくことを目的に「株主優待制度」を導入して

います。優待の内容は、QUOカードと「当社関連商品の特

別割引」の２本建てとなっています。

　当社関連商品の特別割引は、職人の技によるインテリア

グッズや日用品のギャラリーショップKANAGUから選定

した20品目を20%割引にてご提供させていただきます。

　今後とも一層のご支援を賜りますよう、お願い申し上げ

ます。

＊特別割引の対象は、毎年6月末日の当社株主名簿に記載または

記録された100株（1単元）以上を保有する株主さまです。

対象となる株主さまへ「20%割引券兼用ハガキ」を発送いたします。

アトムの株主優待制度

I R  I N F O R M AT I ON

当社の業績概況や事業戦略
にスムーズにアクセス! アト
ムリビンテックの「株主・投
資家情報」サイトをぜひご活
用ください。

www.atomlt .com/ ir

3創業 
1903年（明治36年）
3設立 
1954年（昭和29年）
3代表者 
代表取締役社長 髙橋 快一郎

3資本金 
3億74万円（2021年6月期末）
3従業員数 
126名（2021年6月30日現在）
3本社所在地 
東京都台東区入谷1-27-4

アトムリビンテック株式会社　会社概要

3年商 
96億2,700万円（2021年6月期）
3事業内容 
内装金物（住まいの金物）全般の
企画・開発・販売

証券コード：3426

100株（1単元）以上　300株（3単元）未満

300株（3単元）以上　500株（5単元）未満

500株（5単元）以上　1,000株（10単元）未満

1,000株（10単元）以上

 1年未満

─ （対象外）　

1,500円分

2,500円分

5,000円分

 1年以上

 500円分

2,000円分

3,500円分

7,500円分

当社関連商品の
特別割引
当社が指定する
商品を定価の

20%割引
にてご提供

＊詳細は弊社ホームページ（下記アドレス）をご参照ください
 www.atomlt.com/ir/stockholders /shareholders

QUOカード
または寄付

1

2

継続保有期間
保有株式数

500

株主優待内容

など
20品目

編 集 後 記

今号の「古今東西たてものがたり 特別編」で訪れた神田神保町は、
世界最大の「本の街」といわれています。毎年秋には本に関するイ
ベントも行われており、本好きが集まる町ですが、今回ご紹介した
建物以外にも戦前の建物が残っていて、建物散歩も楽しい町です。
また、神保町から少し足を延ばした御茶ノ水界隈には、以前に小
誌でご紹介した山の上ホテル（174号）やニコライ堂（195号）など、
見どころのある建物もあるので、『アトムニューズ』片手に建築散
歩はいかがでしょうか。 〈シュトーレン〉

独
身
の
頃
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
草
野
球
や

フ
ッ
ト
サ
ル
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
後
に
チ
ー
ム
仲
間
と
食
事
を
し
た
り
お
酒
を
飲
ん

だ
り
し
て
、
交
流
す
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
、
羽
目

を
外
し
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
婚
し

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
オ
フ
タ
イ
ム
の
過
ご

し
方
も
子
ど
も
を
中
心
に
考
え
る
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
動
物

園
や
水
族
館
な
ど
の
施
設
を
訪
れ
た
り
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
、
天
気
が
良
い
時
は
子
ど
も
と
公
園
め
ぐ
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
（
オ
ス
ス
メ
の
公
園
の
情
報
が
あ
れ
ば
教

え
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
）。

4
歳
に
な
る
息
子
は
5
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
お
気
に
入
り
の
公
園
ま
で
自
転
車
で
行
こ
う
と
す
る
の

で
、
私
は
い
つ
も
そ
の
後
を
必
死
に
走
っ
て
追
い
か
け
る

か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

公
園
に
着
い
て
か
ら
も
1
時
間
半
ほ
ど
走
り
回
り
、
園

内
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
コ
ー
ス
を
追
い
か
け
回
し
（
休
憩

と
言
っ
て
も
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん
）、
疲
れ
果

て
た
状
態
で
ま
た
5
キ
ロ
の
道
の
り
を
帰
宅
す
る
と
い
う
、

半
分
は
自
分
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
?
）
の
よ
う
な
休
日
の
過

ご
し
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
息
子
と
過
ご
す
時
間
は
新
し
い
発
見

や
人
と
の
出
会
い
、
ま
た
最
新
の
情
報
を
得
る
機
会
に
も

繋
が
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
で
き
る
こ
と
を
探
し
な
が
ら

前
向
き
に
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読者の声
Vol.58

個人情報の取り扱いについて
読者プレゼントにご応募いただいた皆さまの個人情報は、プレゼント発送のほか、商品情報や弊社個展の招待状等の発送に利用させていただく場合がございます。
これらの発送停止をご希望される場合には、速やかに対応いたします。詳しくは弊社HPのプライバシーポリシーをご覧ください。

C／Dセンター仕入課　五十嵐 義人
約7,000種類もの商品を抱える
倉庫兼配送センターにて、
発注・仕入れなどの在庫管理に携わる

アトム社員がリレーでお届け
オフタイムの過ごし方

「ごとうゆきのトーキョー下町探検」谷中スケッチは幼稚園のあ
った場所で、懐かしく拝見しました。60年前当時とほとんど変わ
らぬ佇まいに感動しました。 〈東京都 agus様 男性〉

「住まいの中の機構としくみ」の秤の特集で天秤が懐かしかった
です。「ごとうゆきのトーキョー下町探検」も風情があり、旅情が
そそられます。 〈兵庫県 N・K様 男性〉

今回の“お江戸日本橋たてもの散歩”凄く良かったです。こんな
世の中の状況ですから、旅行などに出掛けられませんが、普段見
られないようなポイントやアングルで、見ていて行きたくなりま
した。 〈長野県 ゆかいな大工さん様 男性〉

手書きの文字やイラストの載った記事は、他の記事にくらべて目
につくので読んでみようかなという気持ちになります。 
 〈栃木県 K・K様 女性〉

海外の建築や金物の事例なんかを、たまにでいいので特集を組ん
でもらいたいです。 〈長野県 K・T様 男性〉

年々、冊子も電子版が多くなっていますが、やっぱり私は紙が好
き。「ごとうゆきのトーキョー下町探検」も「人人の風景」も紙版
のほうが、書き手・撮り手の思いを感じることができます。今回の
「住まいの中の機構としくみ」“秤のいろいろ”も楽しかったです。
 〈東京都 ここひろこ様 女性〉

丁寧なものづくり同様、とっても丁寧な誌面で毎度楽しみにして
おります。数年前に島に暮らし始めてからもウェブで楽しませて
いただいています。歴史をしっかりと学べる「古今東西たてもの
がたり 特別編」も、ほっこり気分で背筋がしゃんと伸びる気分に
なる「石の神さま仏さま」もずっとずっと大好きなコーナーです。 
 〈東京都 こなお様 女性〉

今日もトレーニング（?） のスタートです

ギャラリーショップKANAGUのオンラインストア
「KANAGU STORE」

kanagu- store.com

I N F O R M AT I O N

つくり手のこだわりが詰まった金属の雑貨や
インテリアを販売しております。
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当社の優待制度では、幅広い株主さまのご意向にお応えするため

「QUOカード」または「寄付」のどちらかをお選びいただけること

になっています。「寄付」をお選びいただいた場合、社会貢献活動

の一環として日本赤十字社へ寄付をいたします。

 アトムリビンテックでは、株主・投資家の皆さまのご支

援に感謝するとともに、今後も中長期的に当社の株式を保

有していただくことを目的に「株主優待制度」を導入して

います。優待の内容は、QUOカードと「当社関連商品の特

別割引」の２本建てとなっています。

　当社関連商品の特別割引は、職人の技によるインテリア

グッズや日用品のギャラリーショップKANAGUから選定

した20品目を20%割引にてご提供させていただきます。

　今後とも一層のご支援を賜りますよう、お願い申し上げ

ます。

＊特別割引の対象は、毎年6月末日の当社株主名簿に記載または

記録された100株（1単元）以上を保有する株主さまです。

対象となる株主さまへ「20%割引券兼用ハガキ」を発送いたします。

アトムの株主優待制度

I R  I N F O R M AT I ON

当社の業績概況や事業戦略
にスムーズにアクセス! アト
ムリビンテックの「株主・投
資家情報」サイトをぜひご活
用ください。

www.atomlt .com/ ir

3創業 
1903年（明治36年）
3設立 
1954年（昭和29年）
3代表者 
代表取締役社長 髙橋 快一郎

3資本金 
3億74万円（2021年6月期末）
3従業員数 
126名（2021年6月30日現在）
3本社所在地 
東京都台東区入谷1-27-4

アトムリビンテック株式会社　会社概要

3年商 
96億2,700万円（2021年6月期）
3事業内容 
内装金物（住まいの金物）全般の
企画・開発・販売

証券コード：3426

100株（1単元）以上　300株（3単元）未満

300株（3単元）以上　500株（5単元）未満

500株（5単元）以上　1,000株（10単元）未満

1,000株（10単元）以上

 1年未満

─ （対象外）　

1,500円分

2,500円分

5,000円分

 1年以上

 500円分

2,000円分

3,500円分

7,500円分

当社関連商品の
特別割引
当社が指定する
商品を定価の

20%割引
にてご提供

＊詳細は弊社ホームページ（下記アドレス）をご参照ください
 www.atomlt.com/ir/stockholders /shareholders
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または寄付

1

2

継続保有期間
保有株式数

500

株主優待内容

など
20品目

編 集 後 記

今号の「古今東西たてものがたり 特別編」で訪れた神田神保町は、
世界最大の「本の街」といわれています。毎年秋には本に関するイ
ベントも行われており、本好きが集まる町ですが、今回ご紹介した
建物以外にも戦前の建物が残っていて、建物散歩も楽しい町です。
また、神保町から少し足を延ばした御茶ノ水界隈には、以前に小
誌でご紹介した山の上ホテル（174号）やニコライ堂（195号）など、
見どころのある建物もあるので、『アトムニューズ』片手に建築散
歩はいかがでしょうか。 〈シュトーレン〉
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